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神奈川県に自生するマサキについて
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On the Wild Japanese Spindle Tree 

Occurring in Kanagawa Prefecture, Japan 

Shiro KrGAWA 

Summary 

The Japanese spindle tree is a farnili旦rfor us, but represents many doubtful points 

in a taxonomical vie:w. For example, we can not know the true scientific name of the 

l巴velof variety on the tr巴εusuallyused as the h巴dge,whos巴 leavesare glossy d巴ep

green. It is different from the wild one in some respects that naturally grows near 

the sea coast of Kanagawa Prefecture. 

I have investigated on the Japanes巴 spindletre巴 inmorphological view. Results 

were as followings . 

1. The wild Japanese spindle tree is different from the cultured one in the gen巴ral

form and size of petal. 

2. At the stage of flowering, filam巴ntsfully curve externally in the cultured one, 

while, erect in the wild one. 

3. Euonymus japonicus THuNB・ radicifer does not always spread the stolon. It 

shoots the stolon under shad巴

4. Specimens being considered as a hybrid (wild one× cultured one) were found 

in natural condition. 

はじめに

マサキは住宅の生垣などに最も普通に栽植されている樹種であり， また北海道から九州、IIこ至

る海岸に普通に生えるとされている。 しかし， 住宅の生垣や目隠用に使われているマサキは葉

が深緑色の光沢が？郎、種類で，神奈川県の海岸には決して自生していない。

自生のマサキは葉がやや粉緑色で光沢が鈍く， 三浦半島の畑の境界樹などに利用されている

が，住宅の生垣などに栽植されているものとは明らかに違う。自生状態、を観察すると， 旬旬枝

を出している個体もあるが，多くは伺旬校を出していない。伺旬校の有無によって taxonを別

にするものか否か判然としない。マサキの変種レベルで、の分類には疑問が多く再検討が必要で

あると思われるが， 今回は神奈川県内の自生マサキの調査を行って若干の知見を得たので報告

する。



50 城Jll：神奈川県に自生するマサキ

1. 神奈川県に自生するマサキの分類学的考察

マサキには多くの変種， l日程があるが特に斑入りや葉形の著しく変化した園芸品を除けば次

のようなものが挙け、られる。

Euonymus japonicus THuNB・

var. jαρonicus マサキ

f. ru二osus(N_rn.¥I) H氏、 ウチダシマサキ

f. obovatus (NミKAt) Su:;,imoto ボウ シュマサキ

var. longifolia NAKAI 

var. macrophyllus REGEL 

var. radicifer N.11<A1 

ナガバマサキ

オオパマサキ

ツルオオノ4マサキ

以上のうち f.rugosusは伊豆，f obouatusは千葉， var.longifoliaは四国，var.ra-

diciferは関東南部～東海，var.japonicusは全国に分布するとされている。var.macro-

ρhyllusは文献上その分布城が明確ではない。

神奈川県自生マサキには明らかに豆を出すものがある。その形態的特徴は var.radjcifer 

にあたる。var.radiciferに関する記載（NAKAI,1927）は非常に簡潔で 「枝は太く， 葉は広く

て厚く，var.macrophyllusに似ているが茎の基部から根を出す旬旬校を伸ばす」と述べてい

る。神奈川県自生マサキの夏を出している個体は確かにこれに該当するが，私の観祭では蔓を

出している個体と出していない個体とは生育地の日照条件の違いによるもので， tax onの違い

ではないように思われる。杉本 (1961）は日本樹木総検索誌て守本種について 「しばしば半蔓状

の旬枝を生ずる」と記し，「しばしば」の語句を入れて校を出すことが必ずし も常態ではない

ことをうかがわせている。

この var.radiciferツルオオノ〈マサキの蔓を出す特性が，筆者が前記した ような条件下で

のみ示されるものであれば，監を出さない近似種との識別は標本ではもちろん生育現場でも至

難であるに違いなL、。分類上の混乱は不可避となろう。

E. jaρonicus THuNB・について日本植生便覧 （宮脇 ・奥田，1978）は海岸の風衝断崖地に生

えると記している。日本植物託、 （大井，1978）は E jaρonicus THuNs.が海岸に普通に生え，

また最も普通に栽植されると述べている。恐らくこの2つの文献の E.jαρonicus THUNB.は

それぞれ変種レベルで異な っ た種~'I を指しているに違いない。

rJiT者は神奈川県の海岸に見られる var.γαdiciferを指し，後者が var.j a1うonicusを指す

ものと思われる。 しかし，最も普通に栽培されているマサキは 神奈川県の海岸には自生してい

ないから，その分布域に疑問が残る。ここにも分類上の混乱がある。

マサキの在は貧弱な鱗片状で花序が伸び出た段階で脱落し， 開花時にはすでにないのが普通

である。久内 (1965）は在が花梗上に対生しているものを相州沿岸でたびたび採り，それを E.

jaρonicus THuNB. f. bracteatus NAKAI ハナマサキにあたると報告している。これに該当す

るものは長谷川の三浦海岸毘沙門海岸の標本〔1982）が神奈川県立博物館に収納されており，

1987年，筆者も剣ケ崎で確認し（Fig.l, Fig. 2）， 大場達之は1つの株で校により在の宿存，

脱落の混在もあるこ とを見ている。

さて，在の宿存変異はマサキのどの種類にも現われる可能性があるが， 中井氏が上記学名を

手記したタイプ標本は江の島産のものであったとしづ。それを var.radiciferの品種として

報告していないということは var.radiciferのタイ プローカルティである江の島に var.}aρー
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Fig. 1 萱が葉状に発達宿存する Euonymusjaρonzcus 
T HUNB. f. bracteatus N AKA！ハナマサー

onicusの分布もあるとされたものであろう。

Fig. 2 Eu正τymusjapoηicus TmJNn. f. bracteatus 

NAKAI ハナマサキ， 三浦半島剣ケill奇. Aug. 22 
’87. 
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この学名を追認された久内氏も同じ認識であったように思われる。はたして両変種が混在し

ているものであろうか， 大変疑わしL、。 Var.radiciferは前述したように var.macroJうhy

llusに似ているが蔓を出す点が違うという。したががって蔓を出していないものが別の taxon 

だとすれば，それは var.jαponicusではなく var.macrophyllusに近いものでなければな

らな~ ¥ 0 

2. 神奈川県における自生マサキの生育地

神奈川県におけるマサキの生育地は三浦半島から真鶴半島にかけての海岸線で，海食崖を持

つ地域である。

マサキは海食主主上縁の風化部分や海食撞が全体的にやや風化した急斜面， あるいは海食崖が

二段状になったテラス部分や海食崖の最下部がなだらかに波食棚に移行する斜面部分に限って

生育している。すなわち， 神奈川県自生マサキの生育地は潮風の影響を最も強く受け，地形的

にも不安定て、高木類の生育の困難な臨海風街断崖地で、ある（Fig.3)c 

これらの環境で群落を構成している植物にはトベラ，シロダモ， オオノミイボタ， イヌビワ，

カラスザンショウ，カジイチゴ，マルパクミ，マルパアキクミ，ヤツデ，テリハノイハラ，テリ

ハノブドウ，ハマサオトメカズラ，ラセイタソウ，ハマボッス， ボタンボウフウ， イソギク，

オニヤブソテツ，コモチシダなどがあり， 最も競合している相手はトベラである。

3. 神奈川県に自生するマサキの形態

普通に栽植されているマサキに較べて， 自生のマサキは校が太く，葉は大きく，円い傾向が
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Fig. 3 海食崖の風化した急斜面に発達した Euon-
yinus jaJうonicusTH uNn. var. radiciferツルオ

オパマサキ群落，三浦半島剣ケ崎， Aug.22’87. 

あり，より厚質で光沢は鈍く，ややJ!rH景色又は粉緑色の色調を帯びる。栄の大きさや形は株に
より， また校により変化が多L、。特に顕著なことは下部の校が奈｜ヒせずに仙に伸びることであ

る。やや垂れ玄みに伸びてから弓状に上向するこ とも多い。茎の基音llは根際から出た校が分校

して低く 走向し，何本も鉛綜している状況になる。そして， 日照条件が良ければ， 士山上を旬旬

せず＃＋上してそれぞれの空間を占有する。

海食挫の上縁に生育する場合，校は崖に沿って垂れるように伸びて校先は弓：犬に斜上する

(Fig. 4, Fig. 5〕。

海崖の下部でかなり風化の進んだ緩い斜面に生育する場合ではクロマツ， シロダモ， タブ，

オオパイボタなどがやや安定的に 生育してそれらの樹冠が日！？慢を阻害する。マサキの基部の枝

の－i}llはjlとなって長く地上を這い， 発根しつつ伸びて日照空間を求め枝の先端は 上向する

(Fig. 6, Fig. 7）。

海崖の下部から主主食棚にかけての岩総の多い，緩い斜面に生育する場合，下校も般に伸びつ

つ斜上してサツキ型の刷）］~と なる 。

花序は 6 月 ， 来日夜より出てやや密な集散花序を作るが栽培種の花序は普通， 東 よも短~、（Fig.

9〕のに対し自生障は民よりも長く伸びる傾向が強い（Fig.10）。花は4数からなり栽培種が径

6～8皿であるのに対し自生程は10～12mmで大きL、。事片は半円形全縁で，栽培聴の花弁はほ

ぼ円形か短椅円形である （Fig.BB）のに対し白生種は長楕円形（Fig.BA）を示すことが多い。

花弁の先端周縁は薄片状となり， 花弁中央部は高まる。

雄茸について， 大場達之は開花後も糾立したまま（Fig.SA）で変化のないものと，開花して

間もなく花糸をl:Li1Jl1して荊を花弁の問に垂れる姿態をとる（Fig.SBC）ものがあることを発見

した。フ ィール ドでは自生品が斜立したままで栽培種は屈曲して いるように観策された。 した

がって傾向としては栽端麗マサキの花序は短く ，花は小さ く， 花弁は短楠円形で雌置は屈曲す

るのに対し，白生担マサキは花序が長く， 花は大きく， 花弁は長梢円形で雄茸はが｜立したまま
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Fig. 4 1主の上はPittos戸arumTobira〔T日UNO.)
Ar・1・0N トベラが優先し，Euonymusjapan-
icus THUNE. var. radicifeタツノレオオパマサ

キはJ:i~＇.面の空間に枝を伸ばす。

屈1ll1しないということができる。

Fig. 6 Pittos1う0問 m Tobira, Neoli-

!sea se円cea,Fagara ailanthoides 

などに日照を奪われた．Euony-
mus japonicus var. radiciferツ

ノレオオパマサキの校が発根しつ
つ地をhlう．

しかし， 多くの標本を検するとこの傾向に該当しない個体があり， 自生種として採集したも

のの花の－fil）に雄監の屈曲したものを見出だしたこ ともあって， この花糸の周1ll1が分頒前二の形

質であるかどうか現段階では結論づけることができない。

マサキの結実性は株によってかなり不揃いであるように思われる。このことは雌雄性の分化

が多少進行していることを示すのかもしれない。 このことと花糸の！LE1lt1が関係していないか疑

ってみる仙値があるように思う。

4. マサキの自生品と栽植品の間種

真鶴岬先端には観光施設があって栽植品マサキが植えられており ， 111中東岸は険しい海食崖が

海に回していて自生日lマサキの分布が多い。そのうち 1株は栽植品マサキとの間種であろうと

推定されるものがあった。花の大きさ，花弁の形，雄茸の屈IHI, 花序の長さ，葉の大きさ，色

調，樹形について比較すると次のようである。
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A B c 

Fig. 8 Euonyinus jc.φonicusの1E.A.自生品（var.radicifer), B.栽培品（var.jaρ。
nicus〕，c.間程jjj:定品（var.radicifei x var. japonicus). 

Fig. 9 Euonyinus japonicus var. jaρonicus （栽培品） の花枝．
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Fig. 10 Euonymus jaρonicus var.問 dicifer（自生品〉の花枝

べ

Fig. 11 Var. radicifer x var. japonicus〔間種〕 の花校．
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~旦~！ 栽 植 種 問 種 自 生 fill 

花の大 きさ (mm〕 6 8 9 10 ～ 12 

イt; 弁 σコ 形 円 形～短楕円形 円 形 長 キ育 円 JI) 

花糸の 周 出1 十 十

花 序 の ：長 さ 主巨 と 同 長 業 よ り 長 い 葉よ り 長 い

葉の大き さ 〔C加〉 2 5～3 x 3～5 4X5. 5 3.5～8×5～10 

光 沢 5虫 し、 鈍 し、 長宅 し、

下 所1 σコ 校 ;H 上 1黄に 伸びる 横に 伸 び る

むすび

神奈川県に自生するマサキについて， その生態， 形態を通して多少の考察を試みた結果，そ

の生育地は極めて限られた条件にあ り， その条件に見事に適応していること， そして適応の具

体的形態として基部の校がある時は斜上し， ある尚一は垂れ， ある時は地に伏して伸びるもので

あることを知った。§＇.の有無は個体の生態的条件によるもので分類群の相違によるものではな

し、。蔓以外の諸形質を検討すると， 神奈川県自生マサキは 1つの分類群に属するものと考える

のが妥当であり，それは var.radicifer NAKAIツルオオハマサキ（オオツルマサキ〉に該当す

る。全く蔓を出さない同一分類群の個体にと ってこの和名は混乱を招 く恐れがあるが， 神奈川

県の海岸に自生するマサキはすべてツルオオハマサキであるという結論をも ってこの報告を閉

じたい。 この小論をまとめるにあた り， たえずご指導頂いている籾山泰一，高橋秀男，大場達

之各先生に深謝申し上け、る。
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